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一般向け登山講座 開講しました

第 54期一般向け登山講座を 3月 26日(土)開講しました。今年は募集期間が長いこともあり、17
名の受講生・応募がありました。初日は講座①“基礎編・山に入る前に－山に入る姿勢、装備と

食糧”、講座②“山の天気を”行いました。“山の天気”は気象予報士、みどり山の会・藤野さ

んに講義してもらいました。

4月 3日(日)の実技山行、宮路山～五井山は生憎雨模様で中止しました。パーティのＣＬ．ＳＬ

で準備いただいていた会員の皆さま、ありがとうございました。4月 9日(土)講座③“地図の読み

方・使い方”ではあつた労山の森さんの講義と翌日 10日(日)実技山行“地図読み山行”を洞山～

金華山のルートで実施しました。各パーティのＣＬが非常に熱心に指導されて、予定時間をオー

バーする程でした。受講生も、近年スマホを利用されていますが、地形図を持っての地図読みの

大切さ、万一の場合には地図読みがきちんとできないと大変なことになり兼ねない、――という

ことを学んでいました。 (次頁につづく）
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（表紙からのつづき）

5月 21 日(土)講座⑥医師によるファーストエイドと“山筋ゴーゴー体操の練習をしよう”、6
月 4日(土)「愛知県東部設楽地方の山と大地の成り立ち―大断層と火山活動―」名大教授、竹

内先生の講義で行います。興味あるテーマでもあります、是非参加ください。(参加費 500円)
講座や実技山行を通じて受講生との結びつきを強めて会員拡大にもつなげていきたいと思

います。

次に実技山行の報告・感想を紹介します。

一般登山講座実技山行 地図読み訓練 金華山 Cパーティー

記録者 スルジェ山の会 岩田健治

4月 10日 一般登山講座実技山行が金華山にて行われました。4月 3日の宮路山が雨のた

め中止となったので、今回が初めての実技山行ということになりました。当日は初夏のよう

な陽気で熱中症が心配されたため、リーダーから水分補給をしっかりとするように注意を受

けて、全員でストレッチをし、ヤマップを起動、登山開始にする。

9：10に白山神社をあらかじめ涼しい服装にしてスタートした。

9：30野一色権現到着、さっそく周りの山の山座同定、進行方向の確認など練習した。

ほとんどの受講生が紙の地図とコンパスの使用が初めてで、中々上手く扱えないよう

でした。地図を持って、コンパスを置いて、リングを回す。中々難しい。

10：15洞山でまた練習をし、鷹ノ巣山手前の峠で地形図を読み、進行方向を確認。

11：35鷹ノ巣山。金華山に合わせたコンパスと地図で途中妙見峠への道を見極める。

12：15妙見峠。この辺りまで来ると、目標と現在地のコンパスの合わせ方や磁北線とコンパ

スの合わせ方が段々と理解できてきたようだ。1名がバテ気味で下山へのショート

カットコースを進んだ他は順調に金華山山頂に到着。

12：40金華山 昼食。B班がかなり遅れているので Aと Cで記念撮影して下山開始。

14：20岐阜公園到着後、受講生、スタッフ、一人一人感想を述べた。地図読みは繰り返し練

習しないと身につかないけど、遭難防止に必要との認識で一致した。

和気あいあいとした雰囲気の地図読み山行でした。全員無事下山できました。

パーティスタッフ、感想 名古屋山岳同志会 天野高志

登山初心者(受講生)の方と地図読み講習を実施し、GPS を使用せずに地図を読むことを久しぶ

りに実施した。

受講生が真剣に地図とコンパスを用いて学ぼうとする姿勢に初心を思い出した。

登山を始めた頃はスマホはなく、GPS は専用機を用意しなければならず、一般的ではなかった。

地図を読めるということが山行をするにあたり、十分な計画をたてることや、先読みができると

いう利点を再認識できる山行になった。

4 月 3 日（日）第 54 期県連登山学校が始まりました。

第 54期県連登山学校の理論「労山運動の理念」を県連事務所で入校式を兼ね 8時 30分より行

いました。講師は半田ファミリー山の会代表、洞井孝雄さん。受講生は、今期はクライミングコ

ースのみで、（ふわく 1名、同志会 2名、くらら 2名、東三河 1名、若駒 1名、ASC1名、あつた

1 名、じねんじょ 2名）合計 11名、机上講習のみ参加は 2名（内、Zoom オンライン 1名）、ス

タッフ・コーチなど 10名（内、Zoom1名、合計 23名。午前は日本での近代登山史やヨーロッパ

の登山史と違い、などの話がありました。それから、趣意書では権利としての登山の基本は日本

国憲法であること。趣意書の構成から労山の活動を理解して、実践をしていくことが必要である
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ことや、愛知県連の登山学校の成

り立ちや、各山岳会の要望から始

まった事。また、遭難事故の防止

では愛知県連が事故事例集を全

国に先駆けて出して事故防止に

役立てている事、清掃登山はゴミ

を拾うだけでなく自然に関心を

持ってもらう事などの話があり

ました。午後からは計画の大切さ

を学び、講師から事故事例を想定

して、そこから見える原因を受講

生で話し合い発表。スタッフの自

己紹介をして。装備とその意味に

ついては講師の現物を見て個人

装備と共同装備の違い、使い方や

なぜ必要なのかの話がありました。その後、今後の予定などの事務連絡があり、終了しました。

第 53 期 第 1４回 理事会議事録

2022 年 3 月 17 日（木）19 時 30 分～21 時 00 分

出席者：□廣田(同志会)、△松本(東三河)、□佐藤(あつた)、□吉川(同志会)、□井川(ふわく)、
■井土(東海)、 △榊原(ありんこ) 、□河村(春日井)・□樋口(同志会)・□中根(ふわく)、
□脇海道(ＡＳＣ)■吉田・□安藤(くらら)、□山本(みどり)、□佐伯（かわせみ）、

□後藤(じねんじょ)、■小野塚・□倉重(犬山)、
(アリス)(ちんぐるま)(親子) (低い山)(山歩会)(若駒) ■は欠席 △は zoom参加

司会＝佐伯 議事録＝後藤

報告事項、――

事務局――労山愛知第 586号の発行。

第 587号の記事一覧、確認・・各会の救助隊員の変更の有無を連絡下さい（佐藤）

第 54期総会日程と会場について。招集状準備（5/8 刈谷産業振興センター）

総会の準備――各部議案、財政収支・予算 進捗状況。定足数、基準日。

・資料集進捗状況

54期総会役員を各自確認、また送付済議案書の訂正の有無を確認下さい

・総会役員――別紙の確認と各会への依頼

議長（半田 F）、資格審査員（若駒）へ対応の依頼・確認（佐藤）、司会：榊

原

・総会進行表――一部修正し概ね提案の通りで進める（別紙確認）

・年間日程表の扱い――議案の一部として扱い議案書に入れる。

・理事会土曜日開催について、――ジェンダー平等の観点と人材の発掘・登用。

・・今回未討議

規約小委員会――理事会運営指針(案)2022年 12月 14日の訂正分。

全国連盟関係――報告、労山愛知第 586号参照。愛知県連より 3名参加（Web含む）

財政――会計監査日程――3月 22日。登山学校会計報告。第 54期予算(案)
・各部の予算案に対し希望を出す事と年度繰り越し申請のない様に。
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遭対部 7⇒5万、女性部 2⇒3万へ見直し希望（周年行事予算は別途）

設備積立を来年度より予算計画する。

組織部――第 54期一般登山講座、申込状況 15名。

交流山行 3月 12日(土)実施済。百々ヶ峰 20名参加

組織担当者会議報告、3月 10日
会訪問・見学として、3月 3日東三河、5日にじねんじょ

――集会中止などで延期。

自然保護部――3/25担当者会議実施予定。

教育部――行事予定なし。来季に向け、各会教育担当者の登録依頼する。

遭難対策部――4/1担当者会議を実施予定。死亡事故増加に関する全国連盟からの注意喚起あり。

女性部――特になし。

その他――資料集に、変更箇所は明記して出す。

4/14理事会で資料最終確認、4/28PM 資料集印刷・作成（可能な方は出席下さい）

２．総会議案

第 54期総会議案

[資料集] 回覧・確認――出席簿など未済。

[活動報告・方針(案)]――各部について討議。理事長のはじめに、未提出。

第 53 期 第 1５回 理事会議事録

2022 年４月 1４日（木）19 時 30 分～

出席者：廣田（同志会）、松本（東三河）、佐藤（あつた）、井川（ふわく）、榊原（ありんこ）、

河村（春日井）、樋口（同志会）、中根（ふわく）、山本（みどり）、佐伯（かわせみ）、

後藤（じねんじょ）、小野塚（犬山）、倉重（犬山）

欠席連絡者：吉川（同志会）、井土（東海）、吉田（くらら）、安藤（くらら）

司会：榊原 議事録：小野塚

1． 報告事項

事務局：・労山愛知 587号、4月 21日発行予定

・労山愛知 588号原稿一覧確認。原稿〆切 5月 14日、5月 18日発行予定。

春山合宿の報告原稿を実施会に要請する。

・総会準備状況：議案書及び資料集、榊原氏が取りまとめて各理事に送付予定。

議案書印刷手配 榊原、資料集作成 4月 28日（木）吉川、小野塚

・各会代議員名の報告を吉川氏にする。

・役割分担 未確認。

財政：登山学校会計報告の件、監査は？

遭難対策部：春山合宿：５山岳会８件が取り組まれる。

教育部：登山学校１１名の受講者でスタートした。

組織部：第５４期一般登山講座１７名で開講。

自然保護部：６月５日清掃登山につき、関係自治体に要望書提出・菰野町、いなべ市

女性部：年間行事３件立案 1）１１月１３日交流山行・金時山、

2) ２月２日料理教室（筋肉アップ）

3）山筋ゴーゴー体操練習会、三河地域で
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遭対部 4/8 春山合宿連絡会議を開きました

2022 年 4 月 8 日（金）19：30から県連事務所で開き、6 山岳会 13 名が出席しました。当日、

提出された山行計画書は、4山岳会 8通でした。

【出席者】山田、山田祥、廣田、吉川（同志会）・小栗、洞井（半田 F）・樋江井、神崎（若駒）・

松本（東三河）・添田、岡部（ありんこ）・神谷（ASC）・佐藤（あつた）

・ロープ 8ｍｍX30ｍ2 本に対し、50ｍを選択した方が良いのでは。

・ビーコンを持っていくのであれは、スコップもセットでは。

・今年は雪が多いので、近年の春山とは違い、雪崩に注意が必要

・西穂独標直下の下りに注意

などの指摘が出されました。

春山合宿一覧

山 岳 会 山 域 コ ー ス 日 程 人数

名古屋山岳同志

会

A 北アル

プス

上高地～涸沢～北穂高岳～涸沢～上高地 4/29 ～

5/1
7

B 北アル

プス

上高地～涸沢～奥穂高岳～涸沢～北穂高岳～涸沢～

上高地

5/3～5 7

半田 F 北アル

プス

上高地～徳沢～横尾~蝶ヶ岳～長塀尾根～徳沢～

上高地

5/3～4 10

東三河山ぽ会 Ａ 北アル

プス

新穂高ロープウェイ＝西穂口～西穂山荘～西穂独標

～西穂山荘～西穂口＝新穂高ロープウェイ

4/30 ～

5/1
10

B 京都ト

レイル

5/3比叡山坂本＝延暦寺～横高山・仰木峠～大原

5/4大原～鞍馬寺～貴船神社 5/5二ノ瀬～高雄

5/3～5 3

C 台高 大杉谷登山口～千尋滝～桃ノ木山の家～日出ケ岳 5/3～4 7
D 北アル

プス

室堂～室堂山～浄土山～一ノ越～雷鳥沢 ①雷鳥沢

～奥大日岳～雷鳥沢②雷鳥沢～雄山～別山～雷鳥沢

5/2～5 10

ありんこ 北アル

プス

室堂～雷鳥沢～一ノ越～雄山～一ノ越～雷鳥沢～剣

御前小舎～別山～雷鳥沢～室堂

5/3～5 7

労山山岳事故対策基金の「主催者賠償責任保険の再開と申し込みのご案内」

2019年に廃止になった「個人賠償責任保険」と「行事主催者賠償責任保険」のうち、「行事主催

者賠償責任保険」が復活することになりました。登山学校や公開ハイク、市民ハイクなどで有効

と思われるので活用をご検討ください。補償内容は以前と同様ですが、申し込み方法が大きく変

わり年間行事をまとめて 4月 27日までに申し込む必要がありますので、至急県連事務局までご連

絡ください。なお保険料は全国連盟の負担となります。(会主催の講座などは今回対象外です。)

遭対担当者会議を開きました

2022年 4月 1日（金）19時 30より県連事務所で開きました。

【出席者】神崎、樋江井、岩切（若駒）、西尾（くらら）、高井（春日井峠）、谷岡（ありんこ）、

神谷、堀（ASC）、廣田（同志会）、天池（アリス）、竹河（みどり）、佐藤（あつた）9 山岳会

11 名

1.遭対関係の行事予定を確認しました。

遭対担当者会議 4/1（金） 6/3（金） 9/9（金） 11/4（金） 2/3（金）

春山合宿連絡会議 4/8（金） 報告会議 5/13（金）
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夏山合宿連絡会議 7/8（金） 報告会議 8/26（金）

冬山合宿連絡会議 12/9（金） 報告会議 1/20（金）

講習会：確保技術講習会（机上）6/6（月） 実技 6/19（日）

無雪期救助訓練（机上）6/13（月） 実技 6/26（日）

救急救命法 6/25（土）積雪期救助訓練（机上）1/23（月） 実技 1/30（日）

東海ブロック雪崩講習会机上 11/13（日） 実技 1/14（土）～15（日）

2.春山合宿取り組み状況などを話し合いましたが、合宿を取り組まない、これからとか、まだ

4山岳会のみが取り組める状況。

3.各会救助隊要員登録が遅れていますので、県連遭対部まで、登録をお願いします。

4.雪崩ビーコンの話で、東海ブロックが管理しているビーコンチェッカーで調べてほしいという

意見があり、使用できるようにしたいと思います。

組織部 第 53 期 第 11 回 組織担当者会議―報告

2022年 3月 10日(木)
県連事務所：午後 7時～

出席者：あつた（森田）、同志会（吉川・樋口)、かわせみ(白水)、くらら（安藤）、

じねんじょ(後藤)、
WEB参加：東三河(松本)、犬山（倉重）、ありんこ（榊原）、みどり（下山）

１) 加盟団体毎会員数の動向 報告 2月末 集約済。労山愛知第 586 号掲載済。

「入会の動機と退会理由」調査項目を追加する。現行のは“入会の際にHPを見た”等入会の

際のきっかけであり、入会者が何を望んで入会しているか、の観点での項目を追加する。3 月末

集約分から実施し、必要があれば見直しを行う。

２）一般向け登山講座の準備

講座は 15名申し込み済。

交流山行の日程と場所---3 月 12 日(土)百々ヶ峰を 18 名参加で実施しました。別稿参照。

交流山行の意義と目的は①各会の組織担当関係の交流し相互理解と良いところを学び合う。

②一般登山講座受講生との交流、③各会の人材発掘、④一般の登山者との交流、

講座は三密に注意して開催。担当講師や講座のロジ表などを討議・確認しました。

実技山行も従前の山域にて実施します。

4) 全国総会報告――労山愛知第 586 号掲載文書にて報告しました。

第 53 期 第 12 回 組織担当者会議―報告

2022年 4月 7日(木)
県連事務所：午後 7時～午後 9時

出席者：あつた（森田）、アリス（大石)、同志会（吉川) 、春日井（落合）、かわせ

み（白水)、みどり（上平・下山）、

WEB参加：スルジェ（杉田）、ありんこ（榊原）、じねんじょ（後藤)、
１) 加盟団体毎会員数の動向 報告 12 月 入会の動機と退会理由――集約中、

「入会の動機と退会理由」調査項目の追加―進捗状況は未だ一山岳会のみで不明。

会員拡大の状況――3月 6日時点で対前年 3月比、13 名減となっています。

会員拡大の年間目標を10％で総会に提案することを予定している。現在 5山岳会が対前

年度比 10％増となっている。会員拡大と会員が辞めなくても済む、減らさない会づくりを並行
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して進めることを追求していくなかで全体として 10％増につなげていきたい。

２） 一般向け登山講座の準備

＊講座は 17名申し込み済。3月 26 日(土)初日の講座、①基礎編・山に入る前に、②山の天

気を実施しました。

＊実技山行の計画書・要綱・ CL/SL――などについて検討しました。

＊5 月 21 日(土)講座⑥に合わせて、“山筋ゴーゴー体操の練習をしよう”として実施する

事としまた。

＊オプション山行として6月5日(日)清掃登山に参加。入会希望者が8名と例年より若干多い

ようで、各会の対応で会員拡大に結び付けていきたい。受講生受入れの会は、

――春日井、スルジェ、ありんこ、あつた、じねんじょ、くらら、の予定。

講座を通じての会員拡大

初旬の反省など

実技山行の準備遅れ、リーダー層の確保、など反省点があり、段取りなどの業務を整理し

て次年度に引き継ぐ、継承できるようにしていきたい。

3) ホームページについて

一般の登山者などに良く見られる HP 作り。――更新に努める、試験的にどこまでできるか試行

実施する。

4) 会訪問--- コロナ禍の第六波により予定していた会の集会が中止になるなど、訪問は実施でき

ていない。進んだ会などの集会等に参加して、良い事例を学ぶようにしていきたい。

組織部交流山行を実施しました

2022年 3月 12日(土)百々ヶ峰にて組織部の交流山行を、18名の参加で実施しました。山

行は JR岐阜駅に集合し、岐阜バスにて松籟団地に移動。松籟団地にて合流の会員と合わせて、

3パーティに編成して出発しました。

ルートは松籟団地より西峰に上がり百々ヶ峰までミニ縦走。百々ヶ峰は岐阜市の最高峰と

いうことで、展望を楽しんで昼憩を取りました。北に林道の通る鞍部まで下がり、権現山に

登り返して東海自然歩道を緩やかに下って三田洞神仏温泉に下山し、バス停まで歩いて山行

を無事終了しました。

この交流山行は今年 3月末から実施の一般向け登山講座のスタッフやＰＬなどの顔合わせと
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交流などを目的としていました。しかしＰＬ参加予定者の参加は少なく、その趣旨は満たさ

れませんでしたが、参加各会の会員・講座受講生や一般参加の方も含めて交流と懇親を深め、

一定の成果を収めることができました。山行を通じて 2名が労山に入会見込みとなりました。

これは会単独でお試し山行の実施に至らない場合でも、合同での山行にてこれをカバーし、

入会に結び付けることができることを示しました。

パーティのＣＬ．ＳＬを務めていただいた方々、お疲れさました。

参加者の内一般登山者が 3名、来期の登山講座受講生 1名。参加山岳会は、スルジェ山の会

1名、みどり山の会 6名、名古屋山岳同志会 3名、かわせみ山楽会 2名、山の会「くらら」1

名、春日井峠の会 1名、計 6山岳会。

交流山行「百々ヶ峰」に参加しての感想

３月１２日(土)、お天気に恵まれて、組織部主催の百々ヶ峰交流山行が行われました。み

どり山の会からは、６名の参加でＡ，Ｂ，Ｃ，の 3パーティーに分かれて、登山を楽しみま

した。

私が参加したのは、Ａパーティーでしたが、一般の人や受講生も含めて、７名で歩きました。

松籟団地から入って、尾根に出るまでの道が、廃道になっていたらしく、藪漕ぎをしなが

ら、登りました。後で聞くと、地図もその道を示していたらしく、リーダーは地図通り行っ

て藪漕ぎの道に入ってしまったようでした。私自身は、藪漕ぎは珍しいことでもなく、むし

ろそれを楽しませてもらいました。

尾根道を西峰に向かい、西峰から百々が峰の頂上に向かいました。コロナの蔓延防止が出

ていたので、あまりおしゃべりもできず、交流山行という意味では少し物足りなかったとい

うものの、たまにはいつも行くメンバーとは違った人と行くのも良い経験になるなと思いな

がら、帰路に着きました。 みどり山の会 杉浦寿美代

県連の交流山行に参加し、他会の方と一緒に歩いて交流の楽しさを経験できました。いい

ですね！同じ県連の仲間と知り合い、いろいろな方と話ができて。

百々ヶ峰は、私の実家から歩いて３分ほどの所からも登ることができ、子どもの頃、登山道

もできてなかったのですが、西峰への途中まで登って遊んでいた山なのです。西峰が「百ヶ

峰」と呼ばれていました。「みどり山の会」入会後、定例山行で初めて古津～松尾池～百々

ヶ峰東峰～三田洞のコースを歩いて感激し、故郷の山、百々ヶ峰がますます好きになり、今

回の参加を希望しました。

今回も松籟団地～の初めて⁈のコースです。奥の沢筋から尾根伝いに登り、途中分岐で左の

尾根を行き、反射板～西峰に。ここで３パーティーが揃うのを待ちました。百々ヶ峰はたく

さんの登山道があり、いろいろ歩けるようです。東峰で長良川を眼下に昼食、東海自然歩道

で三田洞に向かいましたが、下りが中心と思っていたら、アップダウンの道でちょっときつ

いが、綺麗な山道でした。これもうれしい！私はアスファルト道しか知らなかったのです。

芽吹きはじめの頃、ヒカゲツツジの開花にはまだ早いようです。昨年三田洞でミツマタの花

を見たと、みどりの機関紙「萌」にあり期待していたのに、すっかり忘れて探さなかった事

が残念でした…。

他会の方が B パーティーのリーダーになったけど、全く知らない山だから と、出発前の

早朝、先に来て下見をし、往復歩くことになったとの話を聞き、素晴らしいと思いました。

自分の故郷の山に、名古屋の山の会の方たちに案内していただき、知らない道を歩けてとて

も感激し感謝しています。実家の妹の孫たちとぜひ一緒に登りたいと思いました。

みどり山の会 小林 恵
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自然保護部 第 1 回清掃登山実行委員会を開きました

4月 12日（火）19：30より県連事務所で開きました。

【出席者】山田（同志会）、藤井（若駒）、太田（春日井峠）、高津（ふわく）、山本（みどり）、

大倉（くらら）、奥村、佐藤（あつた）7山岳会 8名
1.今年の 50回清掃登山について

本年度は、3年ぶりに清掃登山を実施し、山頂集会を実施する。

山頂集会開催時間 御在所 12：30～ 藤原岳 12：30～
・いなべ市は 13日に交渉します・菰野町は 14日に交渉します

2.三重県庁については後援依頼済。

3.リーフレットについて

納期 2～3週間なので 4月中にメッセージ、各会宛先に変更がないか集約する。

4.各会登山コースを集約する。

5.役割分担についても次回 5/10（火）清掃登山実行委員会で決める。

6.清掃登山ポスター作製も 4月中に作成

7.ハルザキヤマガラシの駆除 5月 22日（日）、6月 5日（日）、6月 19日（日）3回行う。

第 2回清掃登山実行委員会は 5月 10日（火）に 19：30～県連事務所で行います。

女性部 女性部便り

４月７日（木）県連事務所において女性部会を開催いたしました。参加者は【田中（若駒）、

服部（くらら）、木村（あつた）、河村（春日井峠）】の４山岳会４名。来期の活動計画に

ついて検討を行いました。

参加会員の活動しやすい時間帯などを考慮し、一人でも多くの会員が参加できるような取

り組みを進めることを確認しました。

要望の多い交流山行については、コロナの状況をみながらですが開催することを決定しまし

た。「山筋ゴーゴー体操」講習会は、石田先生から直接指導して頂く機会を設けます。また、

食からの身体づくりとして料理講習会の場も設けます。

日程等が固まりましたら、順次お知らせを致します。

記事訂正のお知らせ

労山愛知第 586号 P5 第 13回理事会報告の記事の中で、会計監査の渡辺さんの所属山岳会が間

違っていました。正しくは名古屋山歩会です。お詫びして訂正いたします。

事務局

ご意見、ご要望・投稿・写真などはメール、または県連事務所あてに郵送してください。

http://aichirousan.web.fc2.com/ e-mail:aichirousan@gmail.com

【編集後記】今日（4/19)、3ヶ月予報が発表されまして、5月～7月は平年より気温が高め、特に5月が暑くなると

のこと。今年も暑い夏なんですね。山では水分をしっかりとって熱中症にお気を付けください。 （事務局 井土）
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Schedule 2022（案）

５月 6 月 7 月

1 日 1 水 1 金

2 月 2 木 理事会② 2 土
全国遭対担当者会議

登山学校 MC

3 火 3 金 遭対担当者会議➁ 3 日
全国遭対担当者会議

登山学校 MC

4 水 4 土 一般向登山講座⑦⑧ 4 月

5 木 5 日 清掃登山 5 火

6 金 6 月 確保技術（机上） 6 水

7 土 7 火 清掃登山➅ 7 木 女性部会③

8 日 第 54 期総会 8 水 8 金 夏山合宿連絡会議

9 月 登山学校理論 9 木
組織担当者会議②

女性部会②
9 土 全国自然保護講座

10 火 清掃登山➂ 10 金 10 日

11 水 11 土 11 月

12 木
組織担当者会議①

女性部会①
12 日 登山学校 C 12 火

13 金 春山合宿報告会議 13 月 無雪期救助（机上） 13 水

14 土 14 火 14 木 組織担当者会議③

15 日
一般向け登山講座実技②

登山学校 C
15 水 15 金 自然保護担当➁

16 月 登山学校理論 16 木 理事会③ 16 土

17 火 17 金 17 日

18 水 18 土 18 月

19 木 理事会① 19 日 登山学校 MC 19 火

20 金 20 月 登山学校理論 20 水

21 土
一般向登山講座⑥

登山学校 M
21 火 21 木 理事会④

22 日 登山学校 M 22 水 22 金

23 月 登山学校理論 23 木 教育担当者会議② 23 土

24 火 清掃登山➃ 24 金 24 日

25 水 25 土 救急救命法 25 月

26 木 教育担当者会議① 26 日 登山学校 MC 26 火

27 金 27 月 登山学校理論 27 水

28 土 28 火 28 木

29 日 登山学校 C 29 水 29 金

30 月 登山学校理論 30 木 30 土

31 火 清掃登山➄ 31 日


